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１．世帯数と人口の推移（明治 22 年から令和 5 年） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1） 明治 23 年から大正 8 年及び昭和 16 年から 19 年は 12 月 31 日現在、昭和 20 年は 11 月 1 日

現在、昭和 21 年は 1 月 1 日現在、その他の年は各年 10 月 1 日現在の値である。 

 2） 世帯数は、大正 8 年までは戸籍上の現住戸数、大正 9 年からは国勢調査の定義による世帯数（準世

帯を含む）。 

      なお、昭和 55 年国勢調査から世帯の定義が変更され、会社などの寮の単身の入寮者の世帯は 1 棟 1

世帯から 1 人 1 世帯となった。 

 3）  平成 24 年 10 月 1 日現在の人口及び世帯数については、外国人登録法の廃止及び住民基本台帳法

の一部改正に伴う外国人人口及び日本人と外国人の混合世帯の取扱変更による数値変動分を含んでお

り、平成 23 年までの数値と単純に比較できない。 

 

 

 

 

 

 

グラフで見る名古屋 

※ 詳細は統計表 2-1 人口の推移（14 ページ）を参照 
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2．男女別年齢各歳別人口（人口ピラミッド）（令和 5 年 10 月 1 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

※ 詳細は統計表 2-7 年齢各歳別人口（26 ページ）を参照 
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3．各区の人口、面積及び人口密度（令和 5 年 10 月 1 日現在） 

西区

北区
守山区

中村区 中区
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昭和区
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名東区
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区 
人口 

（人） 

面積 

（k ㎡） 

人口密度 

（人/ k ㎡） 

千種 165,197 18.18 9,087 

東 86,815 7.71 11,265 

北 161,255 17.53 9,199 

西 151,204 17.93 8,433 

中村 140,199 16.30 8,601 

中 99,792 9.38 10,639 

昭和 108,462 10.94 9,914 

瑞穂 107,689 11.22 9,598 

熱田 67,121 8.20 8,185 

中川 217,798 32.02 6,802 

港 140,923 45.69 3,084 

南 131,445 18.46 7,121 

守山 176,912 34.01 5,202 

緑 247,771 37.91 6,536 

名東 162,508 19.45 8,355 

天白 162,823 21.58 7,545 

   

 

 

※ 詳細は統計表 2-2 区、月別人口（16 ページ）を参照 



( 4 )  統計グラフ 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

名古屋市
千種区

東区
北区
⻄区

中村区
中区

昭和区
瑞穂区
熱田区
中川区

港区
南区

守山区
緑区

名東区
天白区

教育,学習支援業運輸業,郵便業

医療,福祉卸売業,小売業 建設業 れないもの）
（他に分類さ
サービス業

飲食サービス業
宿泊業,

製造業 専門・技術サービス業
学術研究,

その他

0

5

10

15

20

25

30

35

千
種
区

東
区

北
区

西
区

中
村
区

中
区

昭
和
区

瑞
穂
区

熱
田
区

中
川
区

港
区

南
区

守
山
区

緑
区

名
東
区

天
白
区

（万人）

昼間人口
常住人口

4．各区の常住人口及び昼間人口（令和２年 10 月 1 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．各区における従業地による 15 歳以上就業者の産業（大分類）別割合 

（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

 

     

 

※ 詳細は統計表３-10.区、男女別常住人口・昼間人口等の推移  

（62 ページ）を参照 

※ 詳細は統計表 3-13.従業地による区、産業（大分類）別 15 歳以上就業者数  

（64 ページ）を参照 

注）割合は「分類不能の産業」を除いて算出している。 

注）令和 2 年国勢調査結果における不詳補完値である。 
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6．各区の産業大分類別事業所数及び構成比（令和 3 年 6 月 1 日現在） 
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※事業所数は、必要な事項の数値が得られた事業所を対象として集計されたものである。 

 

 

 

 

※ 詳細は統計表 4-6. 区、産業中分類別民営事業所数  

（88 ページ）を参照 
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７．学区名称一覧（令和 5 年４月１日現在） 

 

 

 

 

注 1）名古屋市統計年鑑に掲載されている「学区」とは本一覧の学区を指す。 

2）令和 3 年 4 月 1 日に「志段味東」が「志段味東」と「上志段味」に分かれた。 

3）P.58「3-9 学区別世帯数及び人口」に掲載されている「志段味東」とは調査時点 

（令和 2 年 10 月 1 日）のものである。 

千種
千石

内山

大和 上野

高見

春岡
田代

東山

見付

星ケ丘

自由ケ丘

富士見台

宮根

千代田橋

東桜

山吹
東白壁

葵

筒井

旭丘

明倫

矢田
砂田橋

六郷

六郷北
飯田

宮前

名北

辻

杉村大杉
清水

金城
東志賀

城北
光城

川中

味鋺

西味鋺

楠

如意
楠西

那古野

幅下江西

城西榎

南押切
栄生

枇杷島
児玉 上名古屋

庄内
稲生

山田

平田

比良

大野木
浮野

比良西

中小田井

日比津諏訪

稲葉地

稲西

中村

豊臣
本陣則武

亀島

新明

六反

牧野

米野
日吉千成

柳岩塚

八社

名城

御園

栄
新栄

千早

老松大須

松原 橘

平和正木

松栄

御器所

村雲
白金

鶴舞
吹上

広路

川原
伊勝

滝川
八事

御劔

高田

堀田

穂波

井戸田

瑞穂 豊岡

弥富

中根

陽明
汐路

高蔵

旗屋

白鳥

千年

船方

野立

大宝

広見

露橋

八熊

八幡

愛知

常磐

篠原

昭和橋 玉川

野田

荒子

中島

西中島正色

五反田

戸田

春田

豊治

長須賀

西前田

万場

千音寺

赤星

明正

東築地

中川

東海
成章

大手

港西

稲永

野跡

小碓

正保明徳

当知

西築地

港楽高木

神宮寺
南陽

西福田

福田
福春

明治 伝馬

豊田

道徳

呼続

大磯

桜

菊住

春日野

笠寺

星崎

笠東
大生

宝

宝南

白水
千鳥

柴田

小幡
大森

苗代
守山

西城

白沢

小幡北

吉根

大森北

天子田
廿軒家

鳥羽見

二城

志段味西

本地丘

森孝東森孝西

瀬古

下志段味

上志段味
志段味東

鳴海 相原

旭出

滝ノ水片平

浦里

緑
平子

鳴海東部

小坂

常安

大清水

徳重

熊の前

神の倉

東丘

太子

鳴子

長根台

戸笠

有松

桶狭間

南陵

大高

大高南

大高北

黒石桃山

西山

名東

高針

猪高

藤が丘

香流

猪子石

梅森坂

蓬来
本郷

貴船

極楽

上社

豊が丘

引山

平和が丘

前山

北一社

牧の原

平針南

平針

平針北

原

植田

植田南

植田北

植田東

大坪

八事東

表山

天白

山根
しまだ

高坂
相生

野並

 


